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ス
マ
ト
ラ
沖
地
震
に
よ
る
津
波
被
災
地
で
は
、
国
際
医

　
療
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
（
本
部
・
岡
山
市
楢
津
）
の

　
救
援
活
動
が
続
く
。
最
大
被
災
地
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
ア

　
チ
ェ
州
を
中
心
に
巡
回
診
療
な
ど
の
救
援
活
動
を
展
開
。

　
菅
波
茂
代
表
に
、
こ
れ
ま
で
の
活
動
内
容
や
今
後
求
め
ら

　
れ
る
支
援
の
在
り
方
に
つ
い
て
聞
い
た
。

　
－
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
と
し
て
、
ど
子
ど
も
の
心
の
ケ
ア
に
順
次

の
よ
う
な
支
援
活
動
に
取
り
取
り
組
ん
で
い
る
。
麻
酔
専

組
ん
で
き
た
の
か
。
　
　
　
門
医
が
一
人
し
か
い
な
い

　
　
「
地
震
発
生
翌
日
の
昨
年
た
め
人
材
育
成
も
必
要
で
、

十
二
月
二
十
七
日
以
降
、
医
六
月
か
ら
は
医
療
従
事
老

師
ら
ス
タ
ッ
フ
を
ア
チ
ェ
州
育
成
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
始
め

の
州
都
バ
ン
ダ
ア
チ
ェ
に
派
た
」

遺
し
て
い
る
。
最
初
の
二
、
　
－
現
在
の
被
災
他
の
様
子

Ｅ
週
間
は
物
資
の
調
達
や
配
は
。

布
、
病
院
内
で
の
医
療
活
動
　
「
現
地
か
ら
の
情
報
で
は
、

が
中
心
だ
っ
た
が
、
巡
回
診
五
月
中
旬
の
段
階
で
が
れ
き

療
や
医
療
ニ
ー
ズ
の
調
査
、
が
少
し
ず
つ
片
づ
き
、
雨
風

ＡＭＤＡ菅波茂代表に聞く現地で救援

を
し
の
ぐ
程
度
の
建
物
が
建

ち
並
び
始
め
た
と
こ
ろ
だ
。

道
路
も
徐
々
に
復
旧
し
始
め

た
が
、
水
道
や
電
気
は
ま
だ

復
旧
の
め
ど
は
た
っ
て
い
な

い
と
い
う
」

　
－
大
規
模
な
災
害
発
生
時

の
対
応
は
、
ど
う
あ
る
べ
き

な
の
か
。

　
　
「
誰
が
指
令
を
出
し
、
地

　
す
が
な
み
・
し
げ
る
　
１

９
７
６
年
、
岡
山
犬
大
学
院

医
学
研
究
科
修
了
。
8
1
年
に

岡
山
市
内
に
内
科
医
院
を
開

業
、
8
4
年
に
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
を
設

立
。
広
島
県
神
辺
町
出
身
。

5
8
歳
。

導
し
、
危
機
管
理
を
徹
底
さ

せ
る
こ
と
が
重
要
。
私
た
ち

は
七
、
八
月
に
か
け
て
被
災

地
で
危
機
管
理
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
具
体
化
さ
せ
る
予
定

だ
」

　
－
Ｎ
Ｇ
Ｏ
（
非
政
府
組
織
）

と
し
て
で
き
る
こ
と
は
何

か
。
　
　
「
政
府
と
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
で
き

る
こ
と
を
し
っ
か
り
見
極
め

て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
政
府
は
イ
ン
フ
ラ
整
備
、

Ｎ
Ｇ
Ｏ
は
対
人
サ
ー
ビ
ス
。

良
い
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る

医療従事者育成始める
た
め
に
は
、
道
路
や
水
道
、

電
気
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
再
開

が
不
可
欠
だ
」

　
－
国
際
規
模
で
の
支
援
体

制
の
構
築
も
急
が
れ
る
。

　
　
「
国
連
難
民
高
等
弁
務
官

事
務
所
は
難
民
、
ユ
ニ
セ
フ

　
（
国
連
児
童
基
金
）
は
子
ど

も
、
Ｗ
Ｈ
Ｏ
（
世
界
保
健
機

関
）
は
災
害
医
療
情
報
と
、

こ
れ
ま
で
各
機
関
は
そ
れ
ぞ

れ
に
活
動
を
展
開
し
て
き

た
。
だ
が
、
被
災
地
救
援
の

立
場
か
ら
は
国
連
、
国
際
機

関
が
そ
れ
ぞ
れ
担
っ
て
き
た

役
割
を
一
元
化
す
る
こ
と
が

重
要
な
の
で
は
な
い
か
。
災

害
の
時
代
と
い
わ
れ
る
二
十

一
世
紀
に
、
統
合
さ
れ
た
司

令
塔
の
よ
う
な
存
在
が
求
め

ら
れ
る
」

　
－
津
波
被
災
地
で
の
活
動

を
、
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
今
後
に
ど

う
反
映
さ
せ
る
の
か
。

　
「
岡
山
発
国
際
貢
献
だ
け

で
な
く
、
災
害
発
生
口
に
被

災
地
入
り
し
て
支
援
す
る

『
被
災
地
発
国
際
貢
献
』

を
提
唱
し
て
い
き
た
い
。

現
地
は
当
日
こ
そ
大
い
に

支
援
を
必
要
と
す
る
。
今

後
は
海
外
に
事
務
所
を
増
や

し
た
り
、
姉
妹
団
体
や
一
力

国
一
大
学
と
協
定
を
結
ぶ
な

ど
、
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
広
げ
て
い
く
つ
も
り

だ
」

域
住
民
を
ど
う
避
難
さ
せ
る

の
か
と
い
う
緊
急
事
態
対
応

が
明
碩
で
な
か
っ
た
こ
と

危
機
管
理
の
徹
底
が
重
要

が
、
今
回
の
被
害
を
大
き
く

し
芒
因
と
考
え
ら
れ
る
。

政
府
や
病
院
関
係
者
ら
意
思

決
定
権
の
あ
る
人
に
対
し
て

災
害
医
療
の
緊
急
対
応
を
指
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